
町からのお知らせ ニュース＆

▶
写
真
左
よ
り
、
矢
部
𠀋
夫
さ
ん
、
渡

部
信
一
さ
ん
、
田
中
英
喜
さ
ん
、
佐
藤

悟
さ
ん
、
薄
町
長
、
伊
藤
副
議
長

■自治区長永年勤続者  ［15年勤続］

四岐自治区長 大　沼　喜　明

■自治区長永年勤続者  ［10年勤続］

荒木自治区長 岩　橋　敬　二

大舟沢自治区長 五十嵐　靖　夫

■自治区長永年勤続者  ［５年勤続］

本町１自治区長 渡　部　信　一

前西平自治区長 大　沼　　　哲

泥浮山自治区長 伊　藤　　　一

黒沢自治区長 長谷川　　　優

感謝状贈呈

■特別功労表彰［町政の向上発展に貢献］

　元町議会議員　　　　　　宮　澤　秀　夫

　 　町議会議員として、３期12年の長きにわたり、

議会の伸展と町政の向上発展に貢献。平成 11

年７月からは経済建設常任委員会委員長を４年

間務め、議会の円滑な運営と活性化に尽力。令

和元年 10 月高齢者叙勲で旭日単光章を受章。

■功労表彰［町政の向上発展に貢献］

前町消防団副団長 　田　中　英　喜

前町消防団第４分団長 　山　口　茂　起

■善行表彰［町政の向上発展に貢献］

エスオーインターナショナル株式会社（宮城県仙台市）
代表取締役　佐　藤　　　悟

自治功労者表彰

■納税貯蓄組合長永年勤続者 ［15 年勤続］

　四岐納税貯蓄組合長 　大　沼　喜　明

■納税貯蓄組合長永年勤続者 ［10 年勤続］

上ノ尻六ノ一納税貯蓄組合長 三　留　市　二

上野尻６－２納税貯蓄組合長 市　橋　修　一

楢ノ家納税貯蓄組合長 矢　部　𠀋　夫

長
年
に
わ
た
る
功
績
を
た
た
え
表
彰

自
治
功
労
者
表
彰
式

　

町
で
は
、
11
月
12
日
に
令
和
２
年
度
自
治
功
労
者
表
彰
式
を
町
役
場
で

開
催
し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
町
政
の
向
上
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
14
人

に
薄
町
長
が
表
彰
状
や
感
謝
状
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

令和２年度　表彰者・感謝状贈呈者［敬称略］

　

式
で
は
、
薄
町
長
が
「
長
年
に

わ
た
り
各
分
野
で
尽
力
さ
れ
、
町

政
発
展
へ
の
功
績
と
努
力
に
対

し
、
町
民
を
代
表
し
衷
心
よ
り
敬

意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
た
後
、
町
議
会
を
代

表
し
て
伊
藤
一
男
副
議
長
が
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
し
た
受
賞
者
の

皆
さ
ん
に
薄
町
長
が
表
彰
状
や
感

謝
状
を
贈
り
、
長
年
の
功
績
を
表

彰
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
功
労
表
彰
を

受
賞
し
た
田
中
英
喜
さ
ん
が
「
今

回
の
受
賞
は
諸
先
輩
や
共
に
活
動

し
て
き
た
同
僚
の
方
々
の
ご
指
導

と
励
ま
し
の
た
ま
も
の
。
今
後
も

微
力
な
が
ら
町
の
発
展
の
た
め
に

尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
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12
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
２
年
第
10
回

町
議
会
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
、
令
和
２
年

度
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
16
件
お
よ
び
報
告
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次

の
と
お
り
で
す
。

議
案
16
件
、
報
告
１
件
を
審
議

12
月
町
議
会
定
例
会
報
告

可
決
さ
れ
た
議
案

◆  

町
議
会
議
員
お
よ
び
町
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費

負
担
に
関
す
る
条
例
＝
公
職
選

挙
法
の
改
正
に
伴
う
新
た
な
条

例
の
制
定

◆ 

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
＝
国

の
税
制
改
正
に
よ
る
地
方
税
法

の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
改

正
の
た
め
の
制
定

◆ 

町
電
気
通
信
事
業
条
例
の
一
部

改
正
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
使
用
区
分
お
よ
び
使
用
料

を
改
正

◆ 

財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸

付
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
＝
町
で
実
施
し
て
い
る
園
芸

用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
お
よ
び
菌
床

栽
培
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
貸
付

け
事
業
に
お
い
て
、
12
年
間
の

貸
付
け
期
間
終
了
時
に
貸
付
者

へ
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
基
づ
く
所
要
の
改
正

◆ 

町
税
条
例
の
一
部
改
正
＝
給
与

所
得
控
除
額
の
変
更
な
ど
地
方

税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正

◆  
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
＝
給
与
所
得
控
除
額
等

の
変
更
に
伴
い
、
課
税
の
軽
減

判
定
時
に
お
い
て
不
利
益
が
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
所
要
の

改
正

◆  

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
次
）
＝
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
の
増
収
に
伴
う
事
業

経
費
追
加
の
ほ
か
、
各
種
事
業

費
や
職
員
の
給
与
な
ど
の
調
整

に
よ
り
８
千
９
２
７
万
７
千
円

を
減
額

◆  

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
次
）
＝
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
の
寄
附
額
が
想
定
を

上
回
り
増
収
と
な
る
こ
と
か
ら

さ
ら
に
５
千
万
円
を
増
額

◆ 

令
和
２
年
度
特
別
会
計
等
補
正

予
算

◆ 

財
産
の
取
得
＝
西
会
津
診
療
所

の
超
音
波
診
断
装
置
の
更
新

◆  

町
道
の
認
定
＝
下
松
地
内
の
町

道
下
松
村
中
線
を
新
規
に
認
定

◆ 

西
会
津
国
際
芸
術
村
の
管
理
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

西
会
津
町
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
事
業 

―
―

　

こ
の
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
町
の
認
知
度

ア
ッ
プ
お
よ
び
地
場
産
品
振
興
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、
会
津
乗
合
自
動

車
株
式
会
社
の
高
速
バ
ス
新
宿
線

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
運
行
開
始
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
日
本
の
田
舎
、

西
会
津
町
。」
へ
の
誘
因
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
製
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
日
本
の
田
舎
、
西
会
津
町
。」

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
で
す
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
町
の
認

知
度
を
高
め
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
の
増
収
や
町
の
関
係
人
口
の

増
加
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ

な
げ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
よ

り
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
12

月
３
日
現
在
、
３
０
８
１
件
、

９
千
１
０
５
万
５
千
円
の
寄
附
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策 

―
―

　

今
年
は
町
内
に
お
い
て
、
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
の
人
家
近
く
へ
の
出
没

が
相
次
ぎ
、
特
に
10
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
、
連
日
、
町
役
場
に
目

撃
情
報
や
被
害
報
告
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
町
で
は
、

ま
ず
現
地
を
確
認
し
、
近
隣
住
民

に
注
意
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
追
払
い
や
捕

獲
を
行
い
、
被
害
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ク
マ
の
捕
獲
数
は
12
月
１
日
現

在
で
87
頭
と
例
年
を
は
る
か
に
上

回
っ
て
お
り
、
猟
友
会
の
皆
さ
ん

の
精
力
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

集
落
内
で
の
人
身
被
害
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
年
は
イ
ノ
シ
シ
の
出

没
も
相
次
ぎ
、
稲
の
踏
み
倒
し
や

畦
畔
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、
町
内

全
域
で
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
町
で
は
電
気
柵
設
置
の
支
援

を
進
め
て
お
り
、
設
置
し
た
農
地

で
は
被
害
が
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
場
所
で
は
被
害

が
拡
大
し
て
い
る
状
況
で
す
。
な

お
、
猟
友
会
と
連
携
し
て
捕
獲
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
度
は
12

月
１
日
現
在
で
42
頭
を
捕
獲
し
ま

し
た
が
、
個
体
数
そ
の
も
の
が
大

き
く
増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

今
後
は
積
雪
期
に
入
る
こ
と
か

ら
、
イ
ノ
シ
シ
の
巻
狩
り
を
定
期

的
に
実
施
し
、
捕
獲
の
み
な
ら
ず

捕
獲
圧
に
よ
る
雪
解
け
以
降
の
出

没
抑
制
に
つ
な
げ
、
ま
た
、
地
域

の
協
力
に
よ
る
活
動
強
化
と
し
て

「
わ
な
猟
免
許
」
を
取
得
し
た
35

人
の
皆
さ
ん
が
、
各
地
区
で
効
果

的
に
活
動
で
き
る
体
制
整
備
を
進

め
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
整
備 

―
―

　

町
は
、
国
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
対
し
、
国
の
補

正
予
算
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
11
月
中
旬
に
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
全
員
に
一
人
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
の
配
付
、
全
教

室
へ
の
電
子
黒
板
の
設
置
が
完
了

し
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
令
和
元
年
度
の
繰
越

事
業
に
よ
る
学
校
内
の
高
速
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
高
速
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
）
整
備
事
業
も
ほ
ぼ
完
了
し
、

県
内
の
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
す

る
た
め
、
教
育
分
野
で
活
動
経
験

の
あ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
１

人
を
学
校
教
育
課
に
配
置
し
ま
し

た
。
現
在
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推

進
を
は
じ
め
、
西
会
津
中
学
校
が

県
か
ら
指
定
を
受
け
て
研
究
を
進

め
て
い
る
読
解
力
向
上
の
た
め
の

教
育
や
、
地
域
学
校
協
働
本
部
と

の
連
携
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
な
ど
の
教
育
に
積
極
的
に

関
わ
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

策
定 

―
―

　

国
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
国

土
強
靭
化
の
取
り
組
み
を
促
進
し

て
お
り
、
補
助
金
・
交
付
金
事
業

に
お
い
て
予
算
の
重
点
化
、
要
件

化
、
見
え
る
化
を
段
階
的
に
進

め
、
地
方
公
共
団
体
等
が
国
土
強

靭
化
地
域
計
画
に
基
づ
き
実
施
す

る
事
業
の
財
政
負
担
軽
減
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
令
和
３
年
度
の
国
の

予
算
の
要
件
化
導
入
に
向
け
、
今

年
９
月
に
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
得
た
教
訓
を
踏
ま
え
、
い
か
な

る
大
規
模
自
然
災
害
等
が
発
生
し

よ
う
と
も
、「
致
命
的
な
被
害
を

負
わ
な
い
強
さ
」
と
「
速
や
か
に

復
旧
・
復
興
で
き
る
し
な
や
か

さ
」
を
備
え
た
強
靱
な
地
域
社
会

と
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、「
西
会
津
町
総
合
計
画

（
第
４
次
）」
や
「
西
会
津
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
（
第
２
期
）」、「
西
会
津
町
地

域
防
災
計
画
」
を
は
じ
め
様
々
な

分
野
の
計
画
等
と
の
調
和
を
図
り

つ
つ
、「
強
く
し
な
や
か
な
ま
ち

づ
く
り
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
各

種
計
画
等
の
指
針
と
し
て
策
定
し

ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
の
５
年
間
で
、
計

画
期
間
中
で
も
、
施
策
の
進
捗
状

況
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を

踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
柔
軟
に

見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

今
冬
の
除
排
雪
対
策 

―
―

　

本
年
度
も
雪
処
理
支
援
隊
を
設

置
し
、
７
人
体
制
で
の
迅
速
な
支

援
に
よ
り
、
冬
期
間
の
安
心
を
確

保
し
ま
す
。

　

ま
た
、
除
排
雪
費
用
助
成
に
つ

い
て
は
、
豪
雪
対
策
本
部
の
設
置

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
非
課
税

の
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
や
障

が
い
者
世
帯
等
を
対
象
に
助
成
す

る
も
の
で
す
。
助
成
額
は
年
間

１
万
円
で
、
申
請
に
よ
り
給
付
券

を
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
除

排
雪
を
行
う
事
業
者
は
、
町
内
の

事
業
所
や
個
人
事
業
主
等
を
募
集

し
、
現
在
97
事
業
者
を
登
録
し

て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
除
排
雪

事
業
者
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
い

う
問
い
合
わ
せ
が
数
多
く
あ
る
こ

と
か
ら
、
除
排
雪
事
業
者
に
つ

い
て
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、「
雪
の
相
談
窓
口
」
で
周
知

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

令
和
２
年
産
米
の
作
柄
と
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
検
査
に
つ
い
て 

―
―

　

農
林
水
産
省
に
よ
る
10
月
30
日

発
表
の
米
の
作
況
指
数
は
、
全

国
が
「
99
」
の
「
平
年
並
み
」、

県
内
で
は
、
会
津
と
中
通
り
が

「
１
０
２
」、浜
通
り
が
「
１
０
３
」

で
、
共
に
「
や
や
良
」
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

７
月
の
長
雨
と
日
照
不
足
に
よ

り
品
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
し

た
が
、
会
津
よ
つ
ば
農
協
へ
の
米

の
出
荷
状
況
を
見
る
と
、
本
町
の

一
等
米
比
率
は
10
月
30
日
現
在

95
・
３
㌫
で
、
大
き
な
影
響
は
な

か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
町
的
に
山
際
に
あ

る
ほ
場
で
、
イ
ノ
シ
シ
と
推
察
さ

れ
る
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
農

業
共
済
加
入
者
へ
の
収
穫
量
減
少

に
対
す
る
補
償
の
手
続
き
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
米
の
放
射
性
物
質
検
査

に
つ
い
て
は
、
本
年
産
よ
り
全
量

全
袋
検
査
か
ら
旧
市
町
村
単
位
で

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
に
移
行
し

ま
し
た
。
検
査
は
県
が
市
町
村
と

連
携
し
て
行
い
、
本
町
で
は
早
期

出
荷
米
の
８
月
30
日
か
ら
始
ま

り
、
11
月
９
日
に
は
検
査
し
た
旧

１
町
10
カ
村
全
て
で
米
の
安
全
・

安
心
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲ 激励金を受け取る鈴木さん（写真右）▲ 激励金を受け取る鈴木さん（写真右）

▲ 感謝状を受ける福地さん▲ 感謝状を受ける福地さん

▲ 感謝状を受ける堀江さん▲ 感謝状を受ける堀江さん

１１

２２

安心安全な冬の生活維持のために尽力安心安全な冬の生活維持のために尽力

町道路除雪事業感謝状贈呈式町道路除雪事業感謝状贈呈式
　町では、長年にわたり除雪事業に取り組んだ

企業や団体、現場の最前線で除雪業務に献身的

に取り組み、技術的にも優秀で後進の見本とな

る人へ、その社会的貢献を表彰する制度を本年

度より新設しました。

　11月 18日、町役場で感謝状贈呈式が行われ、

受賞者５人に感謝状が贈られました。式の中で

薄町長は「道路除雪は冬期間における大変重要

◆感謝状贈呈者  [敬称略]
　福　地　信　雄　  （新郷除雪ステーション）

　長谷川　成　博　  （奥川除雪ステーション）

　海老名　富　二　  （株式会社海老名建設）

　長谷川　啓　二　  （有限会社長谷川総合商事）

　雅楽川　芳　江　  （株式会社野沢商事）

町民の食生活改善に貢献

食生活改善推進員感謝状贈呈式食生活改善推進員感謝状贈呈式
　12 月３日、町公民館で食生活改善推進員感

謝状贈呈式が行われ、６人の推進員に感謝状

が贈られました。これは、食生活改善推進員を

25 年以上務め、顕著な成果をあげられた人へ

贈られるものです。

　式では薄町長が「食生活は健康づくりの原

点。町民が健康で長生きできるまちづくりを進

めていくために、推進員の皆さんの力を貸して

いただきたい」とあいさつしました。

冬を迎え、除雪作業がスタート！

除雪事業出動式除雪事業出動式
　12 月１日、町除雪センターで令和２年度除雪事

業出動式が行われました。式では、薄町長が「冬の

町民生活における安心・安全、生活道路の確保に大

きな役割を担っている皆さんの技術を発揮していた

だきたい」と訓示を述べました。また、技能員を代

表して野沢除雪ステーションチーフの伊藤進也さん

が「町民の安心安全な生活道路の確保に万全の体制

で取り組んでいきます」と決意表明を行いました。

１. 決意表明を行う伊藤さん（写真中央）／２. 除雪

車通常点検の様子

ボート競技で東北大会優勝

鈴木爽夏さん 全国大会出場を報告鈴木爽夏さん 全国大会出場を報告
　鈴木爽

さや

夏
か

さん（森野・喜多方高校２年）が 11 月 27

日に町役場を訪れ、ボート競技ダブルスカル（２人漕手）

における東北大会での優勝と全国大会への出場を薄町長

に報告しました。鈴木さんは中学３年からボートを始

め、今回が初の全国大会出場とのことで、「自分の実力

がどの程度か、自分の力を全て出し切る競技をしたい」

と話していました。

　なお、鈴木さんが出場する全国高等学校選抜ボート大

会は、令和３年３月に静岡県浜松市で開催されます。

自力での雪処理が困難な世帯を支援します！

雪処理支援隊出動式雪処理支援隊出動式
　町では雪処理支援隊を今年も設置し、その出動式を

12月１日に町役場で行いました。式では、薄町長が「高

齢者などの立場に立って、事故と健康に留意して取り

組んでいただきたい」とあいさつしました。

　雪処理支援隊は、自力での除雪が困難で、家族や集

落からの支援を受けることが難しい世帯の除雪支援を

令和３年３月 31 日まで行います。

な業務。受賞者の皆さんにはその

模範として、後進の育成や技術の

継承に今後も尽力してしていただ

きたい」と式辞を述べました。

　式の最後には、受賞者を代表し

福地信雄さんが「安心安全な除雪

業務に取り組むため、決意を新た

に職務に臨んでいきたい」とあい

さつしました。

◆感謝状贈呈者  ［受講順・敬称略］
　堀　江　恭　子　　  （宝　川）

　齋　藤　フミ子　　  （４町内）

　橋谷田　百合子　　  （４町内）

　高　橋　榮　子　　  （上野尻）

　山　形　洋　子　　  （徳　沢）

　安　部　美江子　　  （１町内）

　その後、受賞者を代表して堀江恭子

さんが「町民の食生活改善に尽くし、

皆さんのおかげでこのような表彰をい

ただくことができた。これからも町民

の皆さんの健康づくりのために一層活

動に励んでいきたい」と謝辞を述べま

した。
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町からのお知らせ ニュース＆

▲ 修繕した大太鼓（左）と山車用提灯（右）▲ 修繕した大太鼓（左）と山車用提灯（右）

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

議案８件を審議・可決議案８件を審議・可決

町議会臨時会報告町議会臨時会報告

◆町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正
◆議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部改正
◆職員の給与に関する条例の一部改正
◆令和２年度一般会計補正予算（第８次）

◆令和２年度国民健康保険特別会計補正予算（第５次）
◆令和２年度介護保険特別会計補正予算（第２次）
◆令和２年度水道事業会計補正予算（第２次）
◆令和２年度下水道事業会計補正予算（第２次）

瑞宝単光章 警察官として 42年にわたり尽力

佐藤政雄さん 秋の叙勲受章を報告佐藤政雄さん 秋の叙勲受章を報告
　佐藤政雄さん（出ヶ原、写真中央）が令和２年秋の叙勲にお

いて瑞宝単光章を受章しました。11 月 26 日、佐藤さんは町

役場を訪れ、薄町長、大竹副町長に受章を報告しました。

　佐藤さんは高校卒業後、警察官として田島、郡山、いわき中

央警察署などで 42 年間の長きにわたり交通違反取り締まり業

務など管内の交通安全に尽力し、現在は民生児童委員を務めて

います。

宝くじの社会貢献広報事業

コミュニティ助成事業で祭礼用太鼓などを修繕コミュニティ助成事業で祭礼用太鼓などを修繕
　野沢２町内会では、今年度の一般財団法人自治総合セ

ンターのコミュニティ助成事業により、野沢祭礼などで

使用する大太鼓と山車用提灯等の修繕を行いました。

　コミュニティ助成事業は、地域社会の発展と住民福祉

の向上などを目的に「宝くじの社会貢献広報事業」とし

て宝くじの受託事業収入を財源に実施されています。

　町ではコミュニティ助成事業について随時相談を受け

付けていますので、お気軽に問い合わせください。

〈問い合わせ先〉
　企画情報課　企画政策係　☎４５―４５３６

　11 月 26 日に臨時会が開かれ、次の議案８件が原案のとおり審議・可決されました。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
＜問い合わせ先＞
　企画情報課　情報政策係　☎４５－４５３６
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